
 
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 
「電子ディスプレイの発展に期待する」 
 

電子ディスプレイ研究専門委員会委員長 

下平 美文（静岡大学） 

 

 今日の電子ディスプレ

イの発展は，目を見張るも

のがある．長らく CRT 全盛

の時代が続き，生産額ベー

スで 2000 年には平面型デ

ィスプレイ（FPD）のそれ

が肩を並べ，昨年は出荷台

数で CRT が１位の座を明

け渡し，液晶ディスプレイ（LCD）がその座に座

った．現在は，プラズマディスプレイ（PDP）の

生産が急拡大を始め，また他の発光原理に基づく

ディスプレイが次世代の座をねらって開発され

ている．今まさに，大競争時代に入っている．電

子ディスプレイが情報機器のマン・マシンインタ

ーフェイスとして最も強力な装置であることか

ら，社会の情報化の波に歩調を合わせて，お互い

に前に引っ張り合いながら発展してきた．テレビ

の平板化・大型化へ，あるいは携帯電話やゲーム

機，デジカメ，ホームビデオなどの小型高精細化

へと進歩してきた．生活のいろいろな場面で，情

報機器のみでなくそれ以外の機器についても画

像を付加することで新しい価値を発掘・創造して

いる．直視型テレビで 60 インチを越える PDP，

LCD が発売されるようになり，医療などの分野で

は 200～300 ライン／インチ超の高精細ディスプ

レイが発売され，輝度およびコントラストの向上

もめざましいものがある．色再現範囲も現状規格

の s-RGB の色域を超えて物体色の全範囲をカバ

ーするものが試作されるようになっている．FPD

に関連する企業は世界規模で見ると益々増加発

展している．ディスプレイ関連学会への参加者も

着実に増加していることからも，この分野の技術

がまだ発展途上に有ることがわかる．ディスプレ
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イ分野はまだまだ科学・技術的な意味で宝庫であ

る． 

さて，よくご存知のように LCD あるいは PDP に

しても突然に大輪を咲かせたわけではなく，ここ

までには 3～40 年以上にわたって多数の方の地道

な研究が背景に有ることを忘れることが出来な

い．ここまで FPD を育てられた多くの方の努力に

敬意を表すと共に感謝の気持ちを表したい． 

 しかし，全盛を謳歌しているように見える LCD

や PDP など FPD については，まだまだ課題は有

るように見える．LCD が近年の著しくその表示特

性を向上させているが，一消費者の立場で見ると

向上して欲しい点がある．動画像表示におけるぼ

けの現象が改善されて来たが，静止画の解像度が

向上した（フルハイビジョン化対応）ためにより

一層の向上を期待したい．LCD の見る角度により

画質が変化する特性も画面が大きくなっている

のでより厳しく低減が求められる．暗い環境での

黒表示の改善など技術の芽は有るので，実用化に

結び付けることを期待する．PDP においては，画

質および消費電力の改善に長足の進歩が見られ

るが，フルハイビジョン化に向けて一層の低電力

化，高解像度化，輪郭部のざらつき感の低減など

画質の向上をさらに期待したい．また，スクリー

ンの特性向上に伴い背面投射型ディスプレイの

画質向上が著しく，コストパーフォーマンスの良

さから大きな直視型ディスプレイと競合してい

る。電界効果型の FPD につては，開発は発表され

たが，すでに立ち上がっている FPD 市場で何時ど

のような評価を受けるか大変期待される．有機 EL

は FPD として大きな市場になるまでの特性を改

善する地道な道筋に有るように見える．FPD 実現

のために多様な材料の開発およびその発光効率，

寿命などが課題として検討されている． 

 一方，ディスプレイを取り巻く環境において大

きな進歩が見られている．これまでのビデオカメ

ラおよびディスプレイを含むほとんどの画像シ

ステムが，s-RGB あるいは HDTV の規格の範囲で

色再現が行われている． プロユースとしては，

Adobe RGB（NTSC と同程度）の色域をもつもの

が使われている．これらの機器の色域は程度の差

は有るが，人が見ることの出来る色域と比較する

とかなり小さい．従って，日常接している画像シ

ステムでは，私たちが見た色を全て表現すること

は出来ないのである．2006 年１月に IEC から私た

ちが物体を見て感じる色の範囲（Muncell color 

cascade）をカバーする xvYCC という規格が発行

された（IEC 61966-2-4）．この規格に沿えば，自

発光色については一部対応出来ないものがある

が，通常の物体において見ることの出来る色はカ

バーされているので，何かと不満のあったテレビ

やデジカメの色についてもより自然な色が再現

されることになる．これに伴い，新しい規格に合

致する，カメラおよびディスプレイの開発が行わ

れることが大いに期待される．よって，ディスプ

レイのみではなく画像システム全体の特性向上

はまだまだ続くものと予想される． 
 
 
著者略歴: 
 1972 年静岡大学修士課程修了，工学博士．1972

年静岡大学助手，1997 年同大学教授．以来，視覚

情報処理，ディスプレイの画質評価，色域を拡張

した高忠実色再現画像システムに関する研究な

どに従事．2005 年より電子ディスプレイ研究専門

委員会委員長 

 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

中戸川 剛（ＮＨＫ） 

 

この度は、伝統ある学術奨

励賞を授与頂き大変光栄

に存じます。ご推薦頂きま

した学会関係の皆様方に

厚く御礼申し上げます。ま

た、本研究を進めるにあた

りご指導頂きました放送

技術研究所（ネットワーク

システム）の藤田部長、小山田主任研究員、前田



主任研究員に深く感謝致します。 

受賞対象となりました「光 SSB 変調器を用いた地

上デジタル放送のミリ波光伝送」は、FTTH による

放送分配システムの末端部分をミリ波無線伝送

で補完する ROF（Radio-On-Fiber）技術に関する

報告です。 

地上デジタル放送を全国あまねく早期にご覧頂

ける環境を整備するためには、全国の送信設備の

デジタル化と併せて光ファイバー網を活用して

放送波を再送信することが効果的です。ところが、

既設の集合住宅などでは、光ファイバーの引き込

みが困難な場合があります。そこで、ミリ波帯に

周波数変換したデジタル放送波を無線伝送する

ことで難視を解消する技術の研究を進めていま

す。 

ミリ波は伝搬損失が大きいため、信号を目的地の

近くの中継点まで光伝送し、最後の短い区間をミ

リ波で無線伝送するのが現実的です。我々が提案

する方法は、送信側において UHF 帯の地上デジタ

ル放送波で光 SSB（Single Side Band）変調した

信号光に、ミリ波周波数だけ波長が異なる光搬送

波を多重することにより、光検波後に UHF 帯の地

上デジタル放送波と、それをミリ波帯に周波数変

換した信号を同時に得ることができます。この方

式は送信側の１台以外にミリ波発振器を必要と

しないという長所があります。また、光からミリ

波への変換とミリ波からUHF帯への変換に自己ヘ

テロダイン検波を用いることで、位相雑音特性が

良好な信号を得ることができます。報告では、ミ

リ波無線区間を同軸ケーブルで接続した実験を

行い、８チャンネル分の地上デジタル放送を、

FTTH受信と同等の位相雑音特性とBER特性で受信

できることを明らかにしました。 

報告後、さらに研究を進め、光 SSB 変調器の変調

度を電極への直流バイアスで自在に制御する技

術を確立し、電波伝搬試験用実験局として無線局

免許（中心周波数 41.085GHz、空中線電力 5mW）

を取得しました。現在、ミリ波伝送区間を含むシ

ステム全体の確立を目指して、無線局を用いたフ

ィールド伝播実験を行っており、得られた成果を

再び本学会にて報告したいと考えております。 

「放送は技術を活用した文化」といわれています。

今日のデジタル・ハイビジョン放送の実用化や薄

型テレビの普及は、まさに長年にわたる技術開発

の賜物です。今後も視聴者の方々の生活に根差し

た放送という文化の発展に寄与できるよう、皆様

方とともに研究開発に精進してゆく所存です。今

後ともご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い致しま

す。 

 

著者略歴： 

昭和５０年４月９日生まれ。平成１０年横浜国立

大学工学部電子情報工学科卒業。平成１２年同大

学院工学研究科修士課程修了。同年ＮＨＫ入局。

営業局を経て、平成１５年より放送技術研究所。

以来、放送波の光伝送システムの研究に従事。 

 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

土居 芳行（ＮＴＴ） 

 

この度は、伝統ある学術奨

励賞を授与頂き大変光栄

に存じます。ご推薦いただ

きました学会関係者の

方々には深く御礼申し上

げます。また本研究を遂行

するにあたり、ご指導いた

だきました弊社フォトニ

クス研究所 北川グループリーダ、鳥羽プロジェ

クトマネージャ、ならびに関係者の方々に深く感

謝致します。 

今回受賞の対象となりました「マルチモード出力

導波路 AWG を用いた 1.25Gb/s×8 チャネル CWDM 

受信モジュール」および「PLC ハイブリッド集積

技術を用いた 10Gb/s×4 チャネル WDM 送信・受信

モジュール」は、いずれもメトロ・アクセスネッ

トワークに適用可能な多波長受信器についての

研究です。昨今のデータ通信のトラフィック増に



伴い、広帯域波長多重（CWDM）を用いた光システ

ムの導入が進められています。本システムに用い

られる光受信器は、小型・低コストであり、パス

バンド内の受光感度が高くかつ平坦な特性が求

められます。これら要求を満たすため、我々は弊

社の平面光波回路（PLC）技術による低損失・広

帯域な波長分波素子を用いた集積型モジュール

を開発致しました。 

開発のポイントとして、まず波長分波素子はアレ

イ導波路格子（AWG）を用いますが、出力側の導

波路をマルチモード化しました。それにより、パ

スバンドの透過スペクトルが従来のガウシアン

形状と異なり、広帯域に平坦な形状でかつ低損失

な特性となります。我々は、CWDM の各チャネルの

パスバンド内損失が1dBを切る低損失な素子を開

発することが出来ました。また上記 AWG とフォト

ダイオード（ＰＤ）を集積するにあたっては、大

きな放射角を持つマルチモード導波路からの高

次モードが充分 PD で受光できるような光学設計

を行うことが重要でした。もし、PD に十分な光が

入力されない場合、受光スペクトルにリップルが

生じてしまい、平坦な受光特性が得られないため

です。 

我々は、「マルチモード出力導波路 AWG を用いた

1.25Gb/s×8 チャネル CWDM 受信モジュール」に

おいて、チャネル当り 1.25Gb/s の伝送速度を持

つ 8 チャネル受信器の開発を行いました。こちら

は AWG と PD の搭載基板の実装構造を工夫するこ

とにより、15μｍ以下の搭載位置ずれに抑制する

ことができ、光による調芯を行わず（パッシブア

ライメント）良好な特性を得ることができました。

このことにより実装コストを低減できる見通し

を得ることができました。次に「PLC ハイブリッ

ド集積技術を用いた 10Gb/s×4 チャネル WDM 送

信・受信モジュール」において、チャネル当り

10Gb/sの伝送速度を持つ4チャネル受信器の開発

を行いました。こちらはＰＤの受光径が小さいた

め、位置ずれトレランスがより厳しくなります。

そこで自動フリップチップボンダを用いた画像

認識によるＰＤの搭載を行い、1μｍ程度の高い

実装精度でパッシブアライメントを行うことが

できました。また高周波信号のチャネル間クロス

トークを抑圧するため、高周波解析を用いてチッ

プ搭載間隔の適切な設計を行うことが出来まし

た。 

今回開発を進めるにつれ、これら集積型モジュー

ルは部品の集積であると共に、様々な技術の集積

であり、先人の努力の集積だと感じました。今回

の受賞を励みに今後とも本分野の技術発展に努

めてまいりたいと思います。皆様のご指導、ご鞭

撻の程、よろしくお願いします。 

 

 

著者略歴： 

 昭和 48 年 1 月 23 日生まれ。平成 7 年信州大学

理学部物理学科卒業、平成 9 年同大学院理学研究

科博士課程前期修了。同年、日本電信電話株式会

社に入社。以来、光ファイバ通信用光素子の研

究・開発に従事。平成 17 年より NTT エレクトロ

ニクス株式会社に勤務。 

 
 
 

（会員事業担当: 森塚) 


